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狭
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一 

検
察
官
が
意
図
的
に
被
疑
者
と
弁
護
人
や
家
族
と
の
接
見
を
妨
害
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
が
、
被
疑
者
と

弁
護
人
等
と
の
接
見
交
通
に
つ
い
て
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

被
疑
者
と
の
接
見
交
通
権
は
、
人
権
を
守
る
う
え
で
重
要
な
権
利
で
あ
り
、
被
疑
者
と
弁
護
人
と
の
接
見
は
基

本
的
に
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
は
接
見
が
不
当
に
制
限
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
例
も
多

く
、
国
家
賠
償
請
求
事
件
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。 

二 

日
本
弁
護
士
連
合
会
な
ど
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
検
察
官
が
取
り
調
べ
中
あ
る
い
は
取
り
調
べ
予
定
を
理
由 

に
、
検
察
官
が
接
見
時
間
を
『
十
五
分
間
』
と
指
定
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
れ
が
事
実
で
あ

る
な
ら
ば
接
見
時
間
は
短
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
と
く
に
、
逮
捕
直
後
の
接
見
の
場
合
は
極
め
て
不
十
分
な

接
見
時
間
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。
現
状
と
し
て
、
検
察
官
が
接
見
時
間
を
指
定
す
る
と 

被
疑
者
と
の
接
見
交
通
か
ら
見
た
狭
山
事
件
の
問
題
点
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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四 

一
九
八
五
年
四
月
に
お
き
た
お
茶
の
水
女
子
大
寮
で
の
強
姦
未
遂
事
件
で
は
、
同
年
五
月
二
十
八
日
に
Ａ
さ

ん
が
別
件
逮
捕
さ
れ
、
七
月
十
七
日
に
釈
放
さ
れ
た
が
同
日
、
警
察
は
こ
の
強
姦
未
遂
事
件
で
再
逮
捕
、
弁
護

人
が
七
月
二
十
九
日
に
Ａ
氏
と
の
接
見
を
検
察
官
に
申
し
出
た
が
、
引
き
当
た
り
捜
査
の
予
定
が
あ
る
こ
と
を 

三 

日
本
弁
護
士
連
合
会
の
『
国
際
人
権(

自
由
権)

規
約
の
日
本
に
お
け
る
実
施
状
況
に
関
す
る
報
告
―
そ
の

1
』

（
一
九
九
一
年
十
一
月
）
に
よ
れ
ば
、｢

被
疑
者
と
弁
護
人
と
の
接
見
は
、
検
察
官
が
管
理
し
て
お
り
、
刑
事
訴

訟

法

39
条

3
項
の
指
定
権
を
行
使
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
検
察
官
の
判
断
が
あ
る
ま
で
は
常
に
接
見
が
で 

 
 

 

き
な
い
状
態
に
あ
り
、
ま
た
、
取
調
中
で
あ
る
か
取
調
予
定
が
あ
る
場
合(

取
調
予
定
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て 

も
、
取
調
予
定
が
口
実
に
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る)

に
は
、
そ
の
こ
と
を
理
由
に
接
見
が

15
～

20
分
に
制
限
さ
れ 

て
い
る
実
情
に
あ
る
。｣

こ
の
よ
う
な
接
見
妨
害
は
、
国
際
人
権
Ｂ
規
約
14
条

3
項

(ｂ )
な
ら
び
に

(ｄ )
に
違
反
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。 

き
、
ど
れ
ぐ
ら
い
と
な
っ
て
い
る
か
。 

四 

 



 

五 

狭
山
事
件
の
捜
査
に
お
け
る
弁
護
人
と
の
接
見
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。 

理
由
に
接
見
が
拒
否
さ
れ
、
さ
ら
に
、
同
三
十
日
、
三
十
一
日
に
は
、
取
り
調
べ
予
定
を
理
由
に
接
見
を
拒
否

さ
れ
た
。
こ
の
接
見
禁
止
中
の
七
月
三
十
一
日
に
警
察
官
が
強
要
し
た
自
白
に
基
づ
い
て
Ａ
氏
は
起
訴
さ
れ
た

が
、
裁
判
所
は
一
九
八
七
年
十
二
月
、｢

「
被
告
人
が
本
件
犯
行
の
犯
人
で
あ
ろ
う
は
ず
は
な
く
、
本
件
は
ず
さ

ん
極
ま
る
見
込
捜
査
に
よ
り
公
訴
事
実
に
証
明
が
な
い
こ
と
に
帰
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
無
罪
判
決
を
言
い
渡

し
た
。
こ
れ
は
、
検
察
官
の
接
見
妨
害
が
冤
罪
を
ひ
き
お
こ
し
た
要
因
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か
。 

狭
山
事
件
で
は
、
捜
査
に
行
き
詰
ま
っ
た
警
察
が
、
被
差
別
部
落
に
見
込
み
捜
査
を
か
け
、
一
九
六
三
年
五
月

二
十
三
日
に
、
石
川
一
雄
氏
を
別
件
逮
捕
、
さ
ら
に
、
六
月
十
七
日
に
保
釈
と
言
わ
れ
、
狭
山
署
か
ら
出
よ
う

と
す
る
と
き
に
、
署
内
で
本
件
で
の
第
二
次
逮
捕
が
な
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
石
川
氏
に
と
っ
て
は
、
狭
山
警

察
署
で
接
見
し
た
弁
護
士
か
ら
、
勾
留
理
由
開
示
公
判
が
あ
る
旨
知
ら
さ
れ
て
い
た
の
に
、
い
っ
こ
う
に
裁
判 

五 

 



 

は
開
か
れ
ず
、
保
釈
に
な
っ
た
と
思
っ
た
と
た
ん
に
、
狭
山
署
内
で
再
逮
捕
さ
れ
る
な
ど
、
通
常
、
誰
で
あ
っ

て
も
精
神
的
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
や
り
方
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

再
逮
捕
後
の
石
川
一
雄
氏
と
弁
護
人
と
の
接
見
状
況
を
見
る
と
、
公
判
で
の
検
察
官
、
弁
護
人
の
供
述
に
よ 

 

れ
ば
、 

六
月
十
七
日 

再
逮
捕
。
接
見
で
き
ず 

十
九
日 

五
分
間 

十
八
日 

二
十
分
間 

二
十
六
日 

十
五
分
間 

二
十
一
日
～
二
十
五
日 

接
見
禁
止 

二
十
日 

五
分
間 

(

ど
こ
に
留
置
さ
れ
て
い
る
か
も
弁
護
人
に
は
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た) 

六 

 



 

六 

こ
の
事
件
で
は
、
裁
判
で
そ
の
信
用
性
、
任
意
性
が
問
わ
れ
て
い
る
自
白
調
書
が
こ
の
接
見
禁
止
期
間
す
な

わ
ち
、
六
月
二
十
三
日
に
単
独
犯
行
自
白
が
始
ま
り
、
二
十
四
日
、
二
十
五
日
、
二
十
六
日
に
、
争
点
と
な
っ

て
い
る
自
白
調
書
が
集
中
し
て
と
ら
れ
て
い
る
。 

と
な
っ
て
い
る
。 

狭
山
事
件
の
第
二
審
第
十
七
回
公
判
廷
で
、
事
件
の
取
り
調
べ
に
あ
た
っ
た
原
正
検
察
官
は
、
『
毎
日
面
会 

さ
れ
た
の
で
は
捜
査
上
困
る
か
ら
』『
接
見
を
指
定
し
た
』
と
述
べ
、
さ
ら
に
、
六
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
五
日

ま
で
一
週
間
近
く
接
見
を
禁
止
し
た
の
は
『
何
か
理
由
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
』
と
尋
問
さ
れ
、『
別
に
あ
り

ま
せ
ん
』
と
法
廷
で
証
言
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
接
見
禁
止
は
あ
ま
り
に
不
当
な
も
の
と
思
う
が
、
ど
う
考

え
る
か
。 

と
く
に
、
重
要
な
物
証
が
発
見
さ
れ
る
契
機
に
な
っ
た
自
白
調
書
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
六
月
二
十
一
日
に
鞄
、

六
月
二
十
四
日
に
万
年
筆
・
腕
時
計
、
と
い
う
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
接
見
禁
止
中
の
自
白
調
書
に
よ
っ
て
、
物 

七 

 



 

八 

国
際
人
権
Ｂ
規
約

14
条

3
項

(ｂ )
は
「
防
御
の
準
備
の
た
め
に
十
分
な
時
間
及
び
便
益
を
与
え
ら
れ
並
び
に
自

ら
選
任
す
る
弁
護
人
と
連
絡
す
る
こ
と
」
を
権
利
と
し
て
定
め
て
い
る
。 

七 

最
高
裁
は
、
一
九
七
八
年
七
月
十
日
の
判
決
に
お
い
て
、
「
弁
護
人
等
と
被
疑
者
と
の
接
見
は
、
原
則
と
し 

 

て
何
時
で
も
接
見
の
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
判
示
し
、
こ
の
主
旨
か
ら
、
不
当
に
接
見
禁
止
が

行
わ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
国
家
賠
償
を
命
じ
る
判
例
が
い
く
つ
も
出
さ
れ
て
い
る
。 

証
が
発
見
さ
れ
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
『
秘
密
の
暴
露
』
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
接
見
禁
止
の
も

と
で
の
自
白
と
い
う
事
態
は
前
記
、
お
茶
の
水
女
子
大
寮
事
件
と
酷
似
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
も
、
前
記
、
狭
山
事
件
捜
査
段
階
で
の
接
見
指
定
、
接
見
禁
止
は
不
当
な
も
の
と
考

え
る
が
ど
う
か
。 

こ
れ
を
も
っ
て
、
自
白
の
信
用
性
を
担
保
す
る
『
秘
密
の
暴
露
』
と
言
え
る
か
。 

一
般
的
に
、
接
見
禁
止
中
の
自
白
調
書
の
証
拠
能
力
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。 

八 

 



 

 

九 

前
記
の
よ
う
な
狭
山
事
件
の
捜
査
段
階
で
の
接
見
指
定
お
よ
び
接
見
禁
止
は
、
こ
の
規
約
に
違
反
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。 

九 

前
記
国
際
人
権
Ｂ
規
約

14
条

3
項

(ｂ )
お
よ
び

(ｄ )
に
い
う｢

弁
護
人
を
通
じ
て
防
御
す
る
権
利
」「
弁
護
人
の
援

助
を
受
け
る
権
利
」
を
具
体
化
す
る
も
の
と
し
て
、
密
室
で
行
わ
れ
る
取
り
調
べ
を
防
御
の
側
か
ら
規
制
す
る

方
策
が
各
国
で
従
来
か
ら
論
じ
ら
れ
、
す
で
に
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
は
、
取
り
調
べ
へ
の
弁
護
人
の
立
会

い
や
テ
ー
プ
の
設
置
が
法
律
と
し
て
確
立
し
て
い
る
。
と
く
に
、
取
り
調
べ
へ
の
弁
護
人
の
立
会
い
は
防
御
権

と
し
て
国
際
的
に
も
承
認
さ
れ
て
い
る
と
言
え
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
早
急
に
保
障
す
る
体
制
が
と
ら
れ
る
べ

き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


